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３．人口の将来展望 （２０６０年の人口ビジョン） 

（１）人口に関して目指すべき将来の方向性 

   （出生率、社会移動の前提条件） 

 

① 合計特殊出生率 

    国の長期ビジョンでは、合計特殊出生率の段階的な上昇を図り、2040 年の時点で、人

口置換水準である 2.07 の達成を目指すこととされております。 

    また、2008 年から 2012 年までの本市の平均合計特殊出生率と全国の 2012 年の数

値を比較すると、0.31 ポイント本市が上回っています。 

    このことから、本市においても、国の少子化対策施策などの推進に加え、本市独自の様々

な施策の展開により段階的な上昇を図り、2040 年の時点で、合計特殊出生率 2.22 の達

成を目指します。 

 

② 社会移動 

     本市の人口流出の最も大きな要因は、10 歳代後半から 20 歳代前半の世代の純移   

動数（人口の流入数と流出数の差）の大幅なマイナスであり、その他は、ほぼすべての世

代でプラスとなっています。 

このことから、就労の希望を実現できる雇用環境を創出するとともに、魅力的で暮らし

やすいまちづくりを進めることなどにより、10 歳代後半から 20 歳代前半の流出超過数

を 1/2 に抑制するとともに、その他の世代の流入超過数を 2 倍に増加させることを目指

します。（20 歳代後半の流入超過数はそのまま、30 歳代以降の流入超過数を２倍に増加） 

 

（２）人口の将来展望 
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東海大学との教育・研究交流協定調印
式の様子（平成18年２月18日）

人口の将来展望
出典 ： 「西条市まち ・ ひと ・ しごと創生総合戦略」より

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
時
代
の
流
れ
に
的
確
に
対
応

す
る
に
は
、
職
員
力
や
組
織
力
を

高
め
る
よ
う
な
人
事
異
動
や
組
織

改
編
が
重
要
で
あ
る
。
市
長
の
公

約
に
は
、
管
理
職
へ
の
若
手
及
び

女
性
の
積
極
的
な
登
用
や
中
央
官

庁
な
ど
と
の
人
事
交
流
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
執
行

体
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

社
会
情
勢
が
著
し
く
変
化

す
る
中
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
ち
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
く

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的

で
機
能
的
な
組
織
機
構
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
や
地

方
創
生
の
観
点
か
ら
も
、
柔
軟
な

発
想
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
性
の
下
、

積
極
的
に
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
時
勢
に

応
じ
た
組
織
構
築
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
職
員
の
人
事
異
動
に
つ

い
て
は
、
職
場
の
実
態
や
各
職
員

の
在
籍
年
数
を
考
慮
し
つ
つ
、
勤

務
成
績
や
業
務
遂
行
能
力
の
総
合

的
な
評
価
に
基
づ
き
、
女
性
職
員

や
若
手
職
員
の
積
極
的
な
登
用
な

ど
、
適
材
適
所
の
配
置
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

更
に
、
国
や
愛
媛
県
と
の
人
事

交
流
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
資
質

向
上
や
意
識
改
革
、
人
や
組
織
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的

に
実
施
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度

か
ら
は
、
帰
任
職
員
を
府
省
庁
担

当
サ
ポ
ー
タ
ー
に
選
任
し
、
派
遣

先
で
の
経
験
や
人
的
資
源
を
基
に
、

パ
イ
プ
役
と
し
て
業
務
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
な
ど
、
活
用
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
新

た
な
派
遣
先
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
人
材
育
成
の
柱

と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。本

市
は
、
平
成
18
年
に
東

海
大
学
と
教
育
・
研
究
交

流
協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
全
国

６
か
所
の
大
学
な
ど
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
が
、
そ
の
後
、
良
好
と

は
言
え
な
い
東
海
大
学
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

東
海
大
学
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
本
市
に
お
け
る

産
学
官
連
携
の
推
進
や
将
来
的
な

市
政
発
展
を
考
え
る
と
、
で
き
る

限
り
速
や
か
に
関
係
修
復
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
訪
問
時
期
に
つ
い
て
調

整
し
て
お
り
、
両
者
が
再
度
、
協

力
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

か
つ
て
の
活
発
な
交
流
を
再
構
築

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
公
約
に
掲
げ
る
５
つ
の

基
本
政
策
を
推
進
し
「
ワ
ク
ワ
ク

度
日
本
一
」
の
実
現
を
目
指
す
に

は
、
各
種
協
定
を
結
ぶ
大
学
な
ど

と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

今
後
と
も
協
定
に
基
づ
い
た
連
携

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

西
条
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
に
描
か
れ
た
「
人
口

の
将
来
展
望
」
は
、
現
在
、
差
異

が
生
じ
て
い
る
が
、
人
口
減
少
の

要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
現
実
的
な
内
容
に
見
直
す
考
え

は
な
い
の
か
。

平
成
28
年
10
月
に
公
表
さ

れ
た
2015
年
国
勢
調
査
の
結

果
、
本
市
の
人
口
は
10
万
８
千
174

人
と
な
り
、
2010
年
と
比
較
す
る
と

３
千
917
人
、
３
・
49
パ
ー
セ
ン
ト

の
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

減
少
数
が
県
下
第
３
位
で
、
減
少

率
が
全
国
平
均
や
県
の
平
均
よ
り

高
く
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
人
口
減
少

の
要
因
は
、
転
入
者
数
と
転
出
者

数
の
差
で
あ
る
社
会
増
減
が
近
年

ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

出
生
数
と
死
亡
数
の
差
で
あ
る
自

然
増
減
に
よ
る
減
少
が
大
き
な
要

因
で
あ
り
、
20
歳
か
ら
30
歳
代
の

人
口
の
減
少
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
西
条

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
お
い
て
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
示
し
た「
人
口
の
将
来
展
望
」

や
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
人
口
は
、
2010
年
の
国

勢
調
査
人
口
を
基
準
に
作
成
し
た

も
の
で
あ
り
、
2015
年
の
国
勢
調
査

人
口
の
確
定
値
は
、
こ
れ
ら
の
数

値
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
が
現
時
点
で
2015
年
の
国
勢
調

査
人
口
を
基
に
し
た
推
計
値
を
示

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
様
の

手
法
で
内
容
を
見
直
す
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
本
市
の
人
口
が
策

定
当
初
の
見
込
み
を
下
回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
に
は

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
直
す
と
と
も

に
、
そ
れ
に
即
し
た
総
合
戦
略
の

見
直
し
も
行
い
た
い
。

4さいじょう市議会だより平成29年２月１日
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こ
れ
か
ら
の
方
向
性
は
？

協
定
締
結
先
と

　
　
　

  

良
好
な
関
係
を
！

答
総
合
戦
略
に
お
け
る

　
　
　
　

今
後
の
取
組
は
？


